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	製品名: セパラーゼ（リン酸化Ser801）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	染色体継承においては、後期前の姉妹染色分体間の安定した接着と、後期中の適時の分離が極めて重要です。脊椎動物では、姉妹染色分体間の接着は2つの異なるメカニズムによって解除されます。第1段階では、コヒーシン複合体中のSTAG1（MIM 604358）またはSTAG2（MIM 300826）のリン酸化が関与します。第2段階では、コヒーシンサブユニットSCC1（RAD21; MIM 606462）がESPL1（セパラーゼ）によって切断され、姉妹染色分体の最終的な分離が開始されます（Sun et al., 2009 [PubMed 19345191]）。[OMIM提供、2010年11月]、触媒活性：このエンドペプチダーゼによって加水分解されることが知られているすべての結合は、P1にアルギニン、P4に酸性残基を有しています。 P6は酸性残基またはヒドロキシアミノ酸残基によって占有されることが多く、そのリン酸化は切断を促進する。,酵素制御：少なくとも2つの独立したメカニズムによって制御される。第一に、おそらく活性部位を覆うセキュリン/PTTG1との相互作用によって不活性化される。PTTG1との相互作用は阻害的であるだけでなく、PTTG1はP6の活性化にも必要であり、PTTG1が存在しない細胞では酵素は不活性である。分裂後期におけるPTTG1の分解はP6を遊離させ、RAD21による切断を誘発する。第二に、Ser-1126のリン酸化はP6を不活性化する。有糸分裂中の完全なリン酸化は、細胞が分裂後期に入ると解除される。中期-後期移行期における酵素の活性化には、おそらくセキュリンと阻害性リン酸の両方の除去が必要である。,機能：カスパーゼ様プロテアーゼ。後期開始時にコヒーシン複合体のSCC1/RAD21サブユニットを切断することにより、染色体分配において中心的な役割を果たす。細胞周期の大部分において、この酵素は異なるメカニズムによって不活性化される。,PTM：自己切断。この機能はプロテアーゼ活性に必須ではないが、不明である。,PTM：CDC2によってリン酸化される。8つのSer/Thrリン酸化部位が存在する。そのうち、Ser-1126リン酸化が主要な部位であり、酵素の不活性化につながる。,類似性：ペプチダーゼC50ファミリーに属する。,サブユニット：PTTG1と相互作用する。RAD21と相互作用する。,
	研究分野
	Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;卵母細胞減数分裂;
	画像データ
	

	SEPARASE（リン酸化Ser801）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	SEPARASE（リン酸化Ser801）抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	SEPARASE（リン酸化Ser801）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	SEPARASE（リン酸化Ser801）抗体を用いた、EGF 200 ng/ml 30分処理した293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	ホスホセパラーゼ（S801）ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して、様々な細胞をウェスタンブロット解析した。

